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著者は，元気象庁長官で数値予報の大家であるとと

もに，「大気大循環論」という大部の著書を記すなど，

気象学のオールラウンダーである．その特質が遺憾な

く発揮された本，というよりそれを一段と高めた本が

本書である．そのことは目次を見れば一目瞭然であ

る．目次は

第１章 自然研究の基本的スタンス（13）

第２章 気象学・気象技術の歩みを顧みて（60）

第３章 自然学としての気象学を求めて ―複雑系

気象学序説―（22）

第４章 気象学・気象技術のいくつかのトピックス

を追って（48）

第５章 気象学・気象技術におけるブレークスルー

をめぐって ―ブレークスルーはどのよう

にして実現するのか―（36）

第６章 これからの気象学・気象技術を考える

（18）

となっている（括弧内はページ数）．幅の広さがこれ

を見るだけでわかるであろう．気象学そのものに限っ

ても，その歴史・現在・展望と時間軸のすべてに沿っ

て議論が展開されている．なかでも第５章では，ビ

ヤークネスから藤田哲也，リリー，リードに至る10人

程度を取り上げてブレークスルーはどのようにして実

現するのかをていねいに示している．本書で特筆すべ

きは，気象学という学問のあり方を再構成しようとす

る試みで，そのことが示された第１章と第３章は類書

がないと思われる．

このような新しいスタイルの本を書こうと思い立っ

た動機は，「自分は一体どういうふうに気象をはじめ

とする自然現象に対してきたか，自然現象を見てきた

かの吟味をして，これからを展望してみたい」と「ま

えがき」に書かれている．大家らしい動機であり，こ

の本を読む我々をまさに「気象との対話」に誘ってく

れる．

上の動機に基づいて本書には気象学を見るひとつの

思想が貫徹している．それは「要素還元型の理解を尊

重しつつ，統一型の視点を持つこと」である．ここで

２つの型が出てきたが，「科学的探求の３つのモード」

としての次の図式に基づいている．

(1)how － 観測，解析，実験

(2)why－ 理論（理解）

level１：要素還元型 － 現象の細部に目を向け

る

level２：統一型 － 一連の現象を統一的にとら

えようとする対象：複雑系

level３：原理型（略）

(3)application － 応用（予測，工学を含む）

この(2)の level１と level２が上述の２つの型に対

応する．すなわち個々の現象をしっかりと理解しつ

つ，多重スケール階層構造をなす複雑系としての理解

にも向かうということである．このような思想は本書

のそこかしこに出てくるので，著者自身の言葉で語っ

てもらうことにする（少し原文を省略しているところ

がある）．気象学も自然学のなかに位置づけて，「自然

学は『シームレスな［多重スケール階層構造をなす］

複雑系としての自然』を，できる限りくまなく，あり

のままに正しく理解しようとする学問である．」その

際に重要なことは「単に『みる』にとどまらず，内在

する複雑系のシステムの存在とメカニズムを十分意識

し，理解しようとするわけである．」「自然の全体を

『ありのまま』にみることで終わるのではなく，要素

に還元してそのメカニズムを理解しつつ，『創発』さ

れた事象としての自然現象を把握することが，複雑系

としての自然現象である気象現象を全体として理解す

るに至る道」である．また実際に豪雨を例に挙げて，

自然学としての気象現象の解釈にも踏み込んでいる．

このように一貫した思想で，しかも気象学を全面的に

俯瞰して書かれているところに本書の大きな価値があ

ると思われる．

もうひとつ全体を読んで感心したことがある．それ

は著者の博識である．本書は実に多くの本・論文に基

づいて書かれている．もちろんこれまでの著者らの本

「数値予報と現代気象学」などと重なるところも多く，

本書執筆以前の知識も含まれてはいるが，（たぶん）

過去にはない数多くの本・論文をていねいにたどるこ

との上に本書は書かれている．その旺盛な知識欲には

脱帽するのみである．

しかし（「しかし」を入れて書くのが書評であると

言った人がいる．そして評者もそれにしたがって書く

ことになる），読んでみて少し残念に思ったこともあ
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る．それは自然学としての気象学が必ずしも十分には

展開されていないということである．これらに当てら

れる第１章や第３章が短いことが如実にそのことを物

語っている．著者のように幅広いバックグラウンドを

持ち，また十分な経験も持っている人であるからこ

そ，かなり大胆なことを書いてもよかったと思う（評

者も「経験」だけは積んだ年齢にきているので自分に

跳ね返ってくるのがこわいが）．若い人は様々な考え

を持っていても，そのようなことを書けばどのように

思われるだろうかなどと考えて書き切れないことも多

いが，著者であればそのような制約もなく，のびのび

と書けたはずである．そのような大胆な観点こそそこ

からまた新しい対話が生み出せるものと思う．

また学問自身もお互いがシームレスであるという観

点も（ないとは言えないが），より強いメッセージと

して出してほしかったと思う．

このような「しかし」は，しかしながら本書で新た

な視点を提出しているからこそ書けることである．も

し無難な本ならば，「しかし」はなかったかもしれな

いが，新しさやおもしろみに欠けるものだったかもし

れない．本書をもとにして，気象学の捉え方について

の議論がさらに活発になることを期待したい．

ともあれ，このような新しさに触れてみたい人，気

象学という学問を改めて考えてみたい人には格好の書

であろう．そこから自分なりの新しい気象学の一歩を

踏み出せるかもしれない．

（伊藤久徳)
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表 題

書案新刊図

者 出版年月 定 価 ISBN-13 備 考編 著 者 出 版

変えた人類
の歴史

田家 康 日本経済新聞
出版社

2014.09 ￥850 9784532異常気象が 4

しくみがよくわかる！
天気と気象 天気予報
はどう行う？「気温」
「気圧」「水蒸気」が理
解のカギ

ニュートンムッ
ク：編

ニュートンプ
レス

2014.09 ￥2,593 97843

26262

019 第３版

自然災害のシミュレー
ション入門

井田喜明 朝倉書店 2014.09 ￥4,300 9784254160680

ドラえもん科学ワール
ド 天気と気象の不思
議

藤子プロ：監
大西将徳：監
小学館ドラえも
んルーム：編
藤子・F・不二
雄

小学館 2014.09 ￥850 9784092591349

注：表中で定価はすべて本体価格（税別）です（特記したものを除く）．
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